
1 は じ め に

近年、ニホンジカ（Cervusnippon）が個体数を増

加させている（Iijimaetal.2013）。それに伴い、これ

まではニホンジカがあまり分布していなかった高山帯に

もニホンジカが進出し（Takatsuki2009）、植生に深刻

な影響を与えている（Nagaike2012）。高山帯へのニホ

ンジカの進出を抑制するためには、高山帯に進出するニ

ホンジカを捕獲する必要がある。泉山ら（2009）は、南

アルプス国立公園の北沢峠（標高2000m）でニホンジ

カ2個体にGPSを装着し、1個体は餌が不足する冬季

にのり面を利用していたことを報告している。もし高山

帯を利用する個体が冬季にのり面を利用することが明ら

かになれば、高山帯を利用するニホンジカを効率的に捕

獲できる可能性がある。しかし、この結果はGPSを装

着した個体で得られた結果であり、北沢峠周辺のニホン

ジカ個体群がどの程度のり面を利用しているのかは明ら

かになっていない。そこで本研究では、北沢峠の森林と

その周辺ののり面に自動撮影カメラを設置し、ニホンジ

カの出没状況を調査した。また、高山帯に生息し、餌資

源がニホンジカと部分的に重複するニホンカモシカ

（Capricorniscrispus）について、ニホンジカと出没状

況を比較した。

2 調 査 方 法

2．1 調査地

調査地は、南アルプス国立公園の北沢峠（標高2000m）

付近の森林及びのり面である。北沢峠付近の森林は、シ
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Summary：Sikadeer（Cervusnippon）appearanceinlow（2000ma.s.l.）andhigh（2500ma.s.l.）forests

andslopesinMinamiAlpsNationalPark,Japan,weresurveyedbyusingmotion-triggeredtrailcameras

forclarifyingthehabitatusagepatternofsikadeerwhichmightclimbmountains.Afewsikadeerwere

photographedonlyinsummerinhighforests.Thenumbersofphotographedsikadeerinlowforestsand

slopeswerehigherthanthatinhighforests.Inslopes,therateofthenumberofphotographeddeerin

lateautumnandsnowmeltseasontothatinotherseasonswashigherthanthoseinlowforests.Thenum-

berofphotographedJapaneseserow（Capricorniscrispus）whichusessimilarfoodhabitswithsikadeer

waslowinforeststhroughoutyearandJapaneseserowwasphotographedinmiddlewinterinslopes.

Huntingofsikadeeratslopesinlateautumnandsnowmeltseasonmightbeefficienttodecreasesikadeer

whichwouldclimbmountains.

要旨：高山帯に進出する可能性があるニホンジカがどのような生息地を利用しているのかを明らかにするため、

南アルプス国立公園内の標高2000m付近と2500m付近の森林およびのり面に自動撮影カメラを設置し、ニホ

ンジカの撮影枚数を比較した。ニホンジカの撮影枚数は、標高2500mの森林では夏季にわずかに見られたの

みであった。一方、標高2000mの森林とのり面では標高2500mの森林より撮影枚数が多く、のり面の方が晩

秋や融雪期など餌資源が不足する時期に撮影枚数が多くなっていた。また、ニホンジカと餌資源が類似してい

るニホンカモシカの撮影枚数は森林では通年で少なく、のり面では厳冬期でも撮影されていた。晩秋や融雪期

ののり面は、高山帯に進出する可能性があるニホンジカを効率的に捕獲できる可能性が示唆された。



ラビソ、オオシラビソ、コメツガ、トウヒを主体とする

針葉樹天然林が標高2000～2500mの範囲に成立してい

る。一方、北沢峠に通じる山梨県営林道南アルプス線沿

いには、林道造成時に生じたのり面が見られる。

2．2 自動撮影カメラの設置

標高2000m（以下、森林低）および標高2500m（以

下、森林高）付近の森林、北沢峠周辺の山梨県側の標高

2000m付近ののり面（以下、のり面）に、自動撮影カ

メラ（LtlAcorn5210A,OldBoysOutdoors,USA）を

設置した。森林低については自動撮影カメラ 3基を

2011年11月4日に、森林高については自動撮影カメラ

3基を2012年7月17日に、のり面については自動撮影

カメラ2基を2012年1月6日に設置した。日光による

誤作動による連続撮影を防ぐため、1度撮影された後は

10分は撮影されないように設定した。設置後、約6か

月おきに電池およびSDカードの交換を行った。ただし、

のり面の自動撮影カメラの内1台は故障のため、2013

年7月まで撮影できなかった。本研究では、2013年10

月29日までの撮影結果を報告する。

2．3 撮影画像の判定

撮影された画像について動物種、ニホンジカの場合は

さらに角の有無で性別を判断した。当歳のニホンジカは

雌雄によらず角が生えないため、性別の判断はメスに偏っ

ている可能性がある。撮影の角度によって頭部が見えな

い場合は、性別不明とした。連続して同一と判断される

個体が撮影された場合（カメラの前で休息を取った場合

など）は、2枚目以降については撮影枚数に加えなかっ

た。ただし、本研究では撮影個体の個体識別は行ってい

ないため、撮影枚数が個体数でない点に注意する必要が

ある。

3 結果及び考察

2011年11月4日から2013年10月29日までに撮影

された動物種はウサギ、ニホンカモシカ、ホンドギツネ、

タヌキ、テン、ニホンザル、ニホンジカ、鳥類（同定不

能）であったが、ニホンジカおよびニホンカモシカ（図

1）が撮影画像の約90％を占めていた。

調査個所および月ごとに、ニホンジカの撮影枚数を示

した（図2）。森林高では通年で撮影枚数が少なく、夏

季にわずかに撮影されたのみであった。森林低では撮影
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図1 撮影されたニホンジカおよびニホンカモシカの写真



枚数に明瞭な季節変化が見られ、主に6～11月に撮影

枚数が多かった。一方のり面では、森林低と比較すると、

森林低では撮影枚数が少ない12～1月、 5月でもニホ

ンジカが撮影されていた。のり面は森林内よりも日光に

さらされている時間が長く、また傾斜があるため積雪期

間が森林内よりも短いと考えられるため、ニホンジカは

餌が不足する時期にのり面を利用している可能性が示唆

された。

調査個所および月ごとに、ニホンカモシカの撮影枚数

を示した（図3）。ニホンカモシカはニホンジカと異な

り、森林では標高にかかわらず撮影枚数が少なかった。

また、のり面での撮影枚数の季節変化は年によって傾向

が一定しなかったが、ニホンジカはほとんど撮影されな

かった1～4月も撮影されており、ニホンジカと比較し

て夏季の出没が少ない傾向が見られた。そのため、ニホ

ンカモシカはニホンジカよりも積雪に対する耐性が高く、

ニホンジカが少なくなる時期にのり面に出没すると考え

られる。

以上の結果から、ニホンジカは森林内の餌が不足する

期間にのり面を利用するが、ニホンカモシカと異なり厳

冬期には利用していないことが明らかになった。高山帯

に進出する可能性があるニホンジカを捕獲する上では、

晩秋や融雪期においてのり面を利用するニホンジカを標

的にすることで、効率的な捕獲が行える可能性が示唆さ

れた。
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図2 設置個所かつ月別のニホンジカの撮影枚数

灰色の期間はカメラの動作不良等で撮影が行われなかったことを示す。横軸は、左端が調査開始時点の2011年11月である。
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図2 図３ 設置個所かつ月別のニホンカモシカの撮影枚数

灰色の期間はカメラの動作不良等で撮影が行われなかったことを示す。横軸は、左端が調査開始時点の2011年11月である。


